
   

   

 

 

― 白子町農業委員会だより ＮＯ．２８ ― 

 

農業委員及び農地利用最適化推進委員を皆さんに紹介します。 

 

「未来農業への礎」…農業基盤整備事業の果たす役割 

 

白子町幸治  細 谷   勝  さん （農業委員） 

 

本町の土地改良事業（県営ほ場整備事業）は、県下で１番目の事業として、昭和３８年に南白亀地区を着手

し、続いて東郷・関地区、松潟地区と、ほ場整備を実施し、昭和５０年度までに田畑合わせて１５００ｈａが現在の

ように整備されました。幸治地区の細谷さんは、まさにその時代に携わった一人であり、現在は、農業委員会法

の改正により新たに設けられた、農業者以外委員（中立的な立場で公正な判断をする）を務めています。 

「昭和４４年に茂原土地改良事務所（現：長生農業

事務所）に勤めていた頃、長生管内は盛んに土地

改良事業が行われていました。地元の工区で事業

説明会を行い、当時の役員の方には大変お世話に

なりました。従来の平面図に３０aの区画線を入れ、

数十筆点在した田畑が整然とした土地となり、完成

したときの嬉しかった思い出が今も脳裏に浮かんで

きます。」 と、当時の話をしてくれました。 

「しかし、時代の変化と共に、農業者の高齢化や

後継者不足により、当時整備された農地の遊休化ま

たは荒廃が進んでしまっており、心が痛みます。遊

休農地の解消に努めることはもちろんのこと、荒廃

する以前に地権者の意向を把握し新たな耕作者を斡旋するなどの事前対策が必要。さらに、農業生産性の向上

に向け、農地の連担化による集積・集約が急務と考えます。勤めていた時とは立場が変わりますが、これからも

地域農業発展のため皆様と共に取り組んでいきたいと思います。」と、丁寧に語る言葉は、いつまでも農業と真

摯に向き合う思いを強く感じました。 
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 「龍神を造った男たち」－両総用水について ② 
 

 

 〇千葉県の農業を変えた両総 ～両総用水事業～                                       

昭和２１年６月、天皇陛下の行幸が契機となり公共工事として認可を得て、翌年、営団の廃止とともに事業は農林

省に引き継がれますが、戦後、国は緊急の国営水利事業を多くの地域で行っており、資金の制約が厳しく、結局５

年間事業はストップしたままでした。そんな中で、アメリカの見返り資金の話が舞い込んできます。占領政策の円滑

を図るために日本とドイツに支給された経済復興の援助資金がインフラ整備に割り当てられました。もちろん、この

資金の獲得を狙って全国各地から多くの手が上がります。十枝、坂本両氏に、東金市長の能勢剛氏、両総事務所

長の瀬戸忠武氏 が加わり、３週間分の食糧を携えての４人の決死隊は、関係各局へ夜討ち朝駆けの訪問、有無

を言わせぬ熱弁等を行い、その猛攻ぶりは当時のＧＨＱの中で語り草になったようです。そして、昭和２５年８月、見

返り資金５億円の援助の知らせを受け取り、一気に工事は全面着工となりました。 

 佐原地区に排水機場を設置するとともに大須賀川も改修し排水改良が図

られ、九十九里平野は利根川の水をポンプで吸い上げ北部幹線（７．６ｋｍ）

を通して栗山川に放流。沿線の農地に配水するとともに中流にて揚水し、

南部幹線（３８．８ｋｍ）さらに西部幹線（５．３ｋｍ）を通して約１８，０００ｈａの農

地を潤し、事業費は当初１，９８６万円であったが、戦後のインフレの影響等

により年々増加し、計画の変更または施行年度の延長等により、最終的に事業費は６０億５９０万円でした。 

昭和４０年、ついに両総用水の幹線水路が完成。９月１９日に東金市で関係者が参列し盛大な竣工式が挙行され

ました。そして、支線の用排水路工事が全面終了したのは昭和４８年。実に、３０年という長い年月を要しました。 

 

利根川右岸の佐原地域を排水不良から救い、慢性的な水不足に苦しめられてきた九十九里平野を潤し続けてき

た両総用水も、年々施設の老朽化が進み維持管理に関する経費が増嵩するとともに農業経営の変化に対応した新

しい施設の建設が求められるようになったため、その後、平成５年から平成

２６年にかけ、新たな国営事業として施設更新事業に着手し、施設の機能

維持・回復を図るとともに、幹線用水路のパイプライン化、東部幹線水路を

新設するとともに排水施設の機能強化を行い、現在に至っています。 

時が経ち世代が代わり、農業の取り組みそのものが変化している現在で

は、その歴史を忘れがちになりますが、水はあらゆる生命の源であり、あら

ゆる産業の資源であることは未来永劫変わりません。先人たちが命を賭け

て築き上げてきた資産を、さらに良いものとして次世代に引き継いでいくこ

とが、私たちの使命だと思います。 

 

引用文献 「『龍神を造った男たち』-両総用水・その歴史的意義と資産性」 

 「国営両総農業水利事業完成記念誌『両総用水のあゆみ』」   

                              （制作：関東農政局両総農業水利事務所） 

「広報しらこ 「両総用水」（つれづれの記 144）」           
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